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1.は じめ に

この報告では、広告宣伝のなかでもテ レビ・コマーシャル(CM)に 焦点をあてる。「わ

たしたちはCM作 品をみることはできるが、それがいかに社会に受け入れ られたかを知

ることはできない。ま してやそのCMが どれだけ 『真の』社会を反映 しているかは疑わ

しい」 といったことが、よく指摘 される。確かに、CMが 「真の」社会を反映しているか

どうかは判断が難 しい。そのCMが 当時どのように受 け取 られていたかを知ることも困

難である。そのひとつの理由は、過去の視聴者のことを知る方法が限られていることにあ

る。ことばで書かれた記録か、生存 している者の不確かな記憶に頼るしか、過去の視聴者

の受け取 り方を知るすべがない。

しか し、話題をさらい、あるいは賞 を受けたCMは 、当時の社会状況を反映している

と考えてもおかしくはない。なぜなら、視聴者に受け入れられるようなCMを 創 るために、

制作者たちはたいへんな努力をしているからだ。話題をさらったCMに は、制作者たち

が当時の世相から感 じ取ったことが表現 されていると考えてよい。CMを 研究資源 として

使 う利点は、過去の社会状況を直感的に把握できることにある。そ うした意味で、CMは

大衆の意識を研究する目的には適 してい る。

この論文では、国際 日本文化研究センター(日 文研)内 に構築されたテレビ・コマーシャ

ル動画像データベース(CMDB)を 主に使用す る。CMDBに は、1961年 ～1997年 に制

作され、全 日本シーエム放送連盟のACC賞 を受賞したすべてのCM、4412本 が収録され

ている。 したがって、ACC賞 というものの特性を、まず知っておかなければならない。

テ レビとラジオのCMに 与えられるもの としては、ACC賞 は日本国内で最高の賞とい

われている。この賞は著名なCM作 家 らが、制作者の観点で選ぶものである。ACC賞 の

審査員 らは、視覚的に優秀な、あるいは大衆の関心をつかんだ作品を選ぶ傾向がある。 し

たがって、この章を取るにはテ レビで頻繁に放送 されたCMで ある必要はない。 さらに、

受賞作はそのCMに よって広告 された商品やサービスがヒットしたものだとも限らない。

種々の問題はあるものの、ACC賞 受賞作は学術研究には便利である。受賞作のほとん

どすべてが保存されてお り、この賞の範囲に限れば全数調査ができる。 日本のCMを 研

究 したい研究者には、大きな利点がある。

この報告では、受賞CMの なかでも日本人の西洋、アジア、日本文化への視線を反映

しているとみられるものに焦点をあてる。作品の特徴を分析して、「日本」と 厂日本 らしさ」

が再定義 された過程を検証する。

147



山田奨治YAMADASh6ji

2.西 洋 へ の 憧 れ

60年 代 のおわ りに、 「西洋へ の憧れ 」 タイ プのCMがACC賞 受 賞作 のなかにあ らわれ

は じめた。その うち、ふたつ の典型 的 なCMシ リー ズをあ げよ う。第1は 、ネ スカ フェ

の 「世界の都 市」シ リーズで、1967年 に は じま り70年 代 なかばまでつづ いた と推 定 され る。

第2は 「JALパ ッ ク」のCMで 、1965年 か ら80年 代初頭 までつづいた。 「西洋 への憧れ」

タイ プのCMは お そ らく60年 代 半 ば以 前 にもあったが、60年 代 初頭 のACC受 賞 作 のな

かにはみつ か らない。いい かえれ ば、制作者 た ちは このタイプのCMに は 、た とえそれ

が存在 していた としても、優れた作品 と認 知 していなかった と思 われ る。

ネ スカフェの 「世界 の都市」シ リーズは 、ロン ドン、パ リ、ニュー ヨー ク といった世界

の大都市(そ のほ とん どは西洋)を 舞台 に した。 た とえば、ロン ドン編 にはつ ぎのよ うな

ナ レー シ ョンが添 え られてい る。

伝統 の街 、ロン ドンの男た ち

彼 らの毎朝 は、新 しい儀式では じま る。

ネ スカフェの儀式 、コー ヒーブ レイ ク。

大 きなカ ップで飲む 、 うまい コー ヒー。

イ ギ リスの男 たちは、 どこにいて もこの一杯 は飲む。

好み に応 じて、 どんなひ とで も満足す る特別 あつ らえの味、ネスカフェ。

男 の街 の、男 のコー ヒー。

世界 の都市 で、そ して 日本で選ばれた 味のよ さ。

コー ヒー呑み のコー ヒー、ネスカ フェ。

このCMで は 、西洋 の都 市のひ とび とはみな、 コー ヒーブ レイ クにネス カ フェを楽 し

んでい る。 それ は 「ネ スカ フェは西洋のス タンダー ドな コー ヒーだ。 も し西洋 に追 いつき

た いのな ら、あなたがた 日本人 もおな じコー ヒーを飲みな さい」 とい うメ ッセージを送っ

ている。 このCM映 像 は 日本の視聴者 に 「西洋へ の憧れ」 を誘発 した。 この種の映像 は

あ とで述べ る 「西洋の承認」タイプのCMと は異 なるこ とに注意 して ほ しい。 とい うのも、

ネ ッスル は 日本 ではな く西洋 の会社で あ り、彼 らの商品は西洋ですでに承認 されてい るか

らである。

JALパ ッ クは 日本航 空が売 り出 してい る、海外旅行 のパ ッケー ジツアーであ る。戦後、

日本人 の海外旅行 は禁止 されていたが、1964年 に解 禁 になった。JALパ ックのキャ ンペー

ンは、そ の解禁後 には じまった。 しか し、 ツアーの値段は、 日本 人の平均 月収をは るかに

上回 るものだった。 た とえば、 当時の大卒新入社員 の平均月収は2万3000円 だ った のに、

ヨー ロ ッパへの12日 間 の旅行 は30万5000円 も した。 西洋諸国へ の海外旅 行 は、 日本 人

にとって夢 だった。JALパ ッ クのCM「 感 動」(1972)で は 、ひ と りの 日本人女性 がローマ、

ギ リシア、パ リを旅行 し、エ ッフェル塔の まえで 「とうと う来たんだわ」 と独 白す る。 こ

のCMは 、 ヨー ロッパ旅行 とい う夢を実現 した女性 の感動 の瞬間を描 いてい る。
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60年 代から70年 代にかけて、海外旅行をしたことがある日本人は少なかった。当時の

日本人は、映画や高品質な輸入品をとお して西洋をイメージした。西洋は憧れの場所であ

り、 日本ができるだけ早 く追いつかなくてはならない国々だった。

3.西 洋 の 承 認

70年 代 になる と 「西洋の承認」 とい える よ うなCMが あ らわれた。 このタイプ のCM

に は 、西洋 の有名 な映画俳優 が出演 し日本 の製 品 を賞 賛 した。 た くさん の西 洋人俳優 が

70年 代 前半 の 日本のCMに 出 演 した。 そ うした傾 向そ のものが 「西洋 の承認」 とい う現

象 を形 作った とい もいえ よ う。

この種のCMで 、もっ とも有名で もっ とも成功 した ものは、チ ャールズ ・ブロン ソン(1921

～2003)を 起 用 した、マ ンダムの 「男 の所在」(1971)だ ろ う。 このCMで 、 ブ ロンソン

は摩 天楼にあるアパー トに戻 り、シャツ を脱 ぎ捨 て、拳銃 アクシ ョンの演技 を振 り返 りな

が ら、マ ンダムの トニ ックを体につけ、 「う～ん、マ ンダム」 とつぶや く。

このCMは 大 人気 にな り、男性化粧 品 のマ ンダ ムの売 り上 げは急増 し、製造 元の丹頂

は経営危機か ら脱 した。商品名 が あま りに有名 になったので、丹頂 は社名 をマ ンダムに変

えたほ どだ った。

おな じ年 に、ホ ンダはオー トマチ ック小型車 のN3(1971)のCMに 、岸恵子(1932～)

を起用 した。岸 はパ リ在住で、国際派女優 として知 られ ていた。パ リの街 を走 る彼女 の車

をみて 、警官が 「ホンダ、オーチマテ ィーク!」 と賞賛の声をあげ る。 そ して 「ホ ンダは

とて もかわい らしい し……パ リの町 を縫 ってい くの にす ごく便利 」 と岸 のナ レーシ ョンが

入 る。 しか し実 際に は、70年 代 は じめ に岸 が 日本 の小型車 を駆 ってパ リの街 を走 るこ と

な ど、あま り現実 的ではなかった。

「西洋の承認」 タイプの もっとも直接的 な言説 は、 トヨタ・マー クIIの 「狐狩 り」(1972)

に み られ る。 イ ングラ ン ドの貴族 た ちが狐狩 りの コスチ ュー ムで森 の中を乗馬 し、 トヨ

タ ・マー クIIに で くわす。そ して彼 らはマ ー クIIを 「いい じゃない か!」 とほ めたた え

る。このCMで は 、マー クIIは イ ングラン ドの貴族 たちか らその品質 を承認 され たわけだ。

この映像 を演出 した のは、伝説 的なCMデ ィ レクター として知 られ る杉 山登 志(1936～

1973)で 、 撮影 はイ ングラン ドではな く富士 山麓 の樹海 で行 われ た。

名優 オー ソン ・ウェルズ(1915～1985)も ま た、 日本のCMに 出演 した。 ニ ッカ ・ウィ

ス キー の 「第三 の男」(1976)で 、 ウェルズは映画 「第3の 男」(1949)の 音 楽 にのせてつ

ぎのセ リフをいっている。

Hello,1'mOrsonWelles.

Idirectfilmsandactinthem.

WhatIaimforofcourseis"Perfection."

Inafilm,that'sonlyahope.

ButwithG&G,youcanrelyonit.
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Perfection!

G&G,NikkaWhiskey.

(字幕)

私 はオー ソン ・ウェルズ

映画づ く りで

いつ も目ざしてい るのは

厂完璧」

しか しいまだに夢だ

で もコイツはいい

彼 のセ リフに反 して、まだ発展途上 の 日本 のメーカーが作った ウィスキーが 「完璧 」 と

は現実味に欠 ける。 ウェル ズは皮 肉な笑顔 を浮かべてい る。その顔 は 「冗談だ よ」 とい っ

ているよ うにす らみえる。しか し、日本 の視聴者 は彼 の ことばに影響 され、「あの有名 なオー

ソン ・ウェル ズが ウィスキー の質 を うけあっているぞ」 と思ったろ う。

70年 代初頭 に、著名 な俳優や 歌手 が 日本 のCMに 登 場 した。ア ラン・ドロン(1935～) 、

カ トリー ヌ・ドヌーブ(1943～)、 ソフィア・ロー レン(1934～)、 オー ドリー ・ヘ ップバー

ン(1929～1993)、 ステ ィーブ ・マ ックイー ン(1930～1980)、 カー ク ・ダグラス(1916

～)
、 ユル ・ブ リンナー(1915～1985)、 そ して リン ゴ ・スター(1940～)ら である。彼

らはみ な 日本 の製 品をほめ、それ を買 うよ うに勧 めた。

日本 のCMに 著名 な西洋人 が登場 す る傾 向は、70年 代 後 半 には急速 に減少 した。1973

年 の 「オ イル ・シ ョック」が広告業界 に も影 を落 とした こ とは疑 いない。70年 代 な かば

以後 の経 済情勢が、 あき らかにCMに も変化 を もた らした。 社会経済 の状 態 とCMの 表

現は、お互い に密接につながってい るのだ。

一方 で
、社会経 済の要 因だけで、 この よ うな現象 が起 きた もので もない。 現代 日本 の

もっ とも高名な映画監督のひ とりになった、大林宣彦(1938～)と い う傑出 したCMデ ィ

レクターの能力に よるところ も多い。 大林 は独立系 の映画監督 として出発 してす ぐに、優

れた才能 を開花 させ た。彼 は早い段 階か らCM制 作 にかかわってい たのだ。 先 にあげた

CMの うち、チ ャール ズ ・ブロンソン、カ トリーヌ ・ドヌーブ、 ソフィア ・ロー レン、カー

ク ・ダグラスのものを演 出 したのが大林で あ る。

本 物の有名俳優 を起用 したCMの ほか に も、す で に他界 していたマ リリン ・モ ン ロー

(1926～1962)と ジ ェームズ ・デ ィー ン(1931～1955)の 「そ っく りさん」を使 った作 品も、

大林 は作 った。外 国人俳優 を使 うこ とへ の こだわ りが、 「西洋 の承認」 タイ プのCMを 増

やす一 因になった といえよ う。 同時 に、彼 のそ うした情熱 その ものが、西洋 か ら認 め られ

たい とい う日本人 の無意識 を反映 していた ともいえ る。

「西洋 の承認 」 タイプのCMは 、70年 代 後 半には減少 した が、80年 代 以後 もな くなる

ことはなか った。た とえば、いす ゴ ・ジェ ミニのCM(!986)で は、一対 の車 がワル ツに

合わせてパ リの街 を走 り、その車がパ リのひ とに好 まれ ているよ うなイ メー ジを増 幅 させ
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た。 また、サ ン トリーの缶紅茶 「ピコー 」(1993)のCMで は、イ ング ラン ドの上流階級

がテ ィー タイ ム に 「ピコー」 を飲 んでい るよ うに描 かれ た。 この よ うに、 「西洋 の承認 」

タイ プのCMは 、 つい最近の作 品にもある。

4.日 本 へ の 回 帰

60年 代 末にCMに 新 しい トレン ドが起 こった。それは 「日本への回帰」、いいかえれ ば

ナシ ョナ リスティ ックな言説 の登場 の ことだ。カ ラーテ レビに代表 され る家電製品のCM

が 、 この種 の トレン ドの さきがけ となった。

ナ シ ョナル と三菱電器 は 「日本 の秋 」(1968)と 「高雄 」(1969)と い うCMを そ れ ぞ

れ制 作 した。 その どち らも、 日本 の景色 のなかの美 しい色 を描写 し、 自然の色を映 し出す

技術 の高 さを強調 した。

ナシ ョナル ・カラーテ レ ビのCM「 日本 の色」(1972)で は 、紅、浅葱 、木賊 、蘇芳、萌黄 、

深紫、黄丹、青鈍、黄橡 、紺、瑠璃 、韓紅花 、若苗、梔子 、黄支子、胡桃 とい った、数多

くの 日本の伝統的な色が紹介 され、つ ぎのよ うなナ レー シ ョンがつ け られた。

日本人が生み、育んだ伝統の色。

紅、浅葱、木賊。

自然の内に潜む繊細な色を、伝統の色につくりあげた、日本人の鋭い色彩感覚。

パナカラーが再現 します。

日本人の豊かな色彩1覚 が選んだ、ナショナルパナカラー。

このナ レーシ ョンでは、広告 主は製 品の質 をナシ ョナ リステ ィックに表現 している。

日本 の 「伝 統芸能 」 もまた、CMに 使 われてい る。 た とえば、ネ スカ フェ ・ゴール ドブ

レン ドの 「違 いがわ か る男 」 シ リー ズ(1969～)に は、伝統 芸能 の役 者 らが登場 した。

歌舞 伎 の 中村 吉右衛 門(1934～)、 狂 言 の野 村 万作(1931～)、 能 の観 世 栄夫(1927～

2007)ら で ある。

た とえば狂言編では、狂言の演 目の なかでもっ とも重要 とされ る 「釣狐」 を野村万作が

演 じた。 そ して子 どもが演 じる初歩的 な役 である 「靫猿」 の猿 と対比 させ なが ら、つ ぎの

ナ レー シ ョンがついてい る。

狂言 は、猿 には じま り狐 に終 わる。

野村 万作。違 いがわかる男 のゴール ド ・ブ レン ド。

3歳 に して猿 を演 じ、いま狐 に挑 む。

挽 きたての味 と香 り。

ネ スカフェ ・ゴール ド ・ブ レン ド。

80年 代になっても、 日本の伝統芸能をみたことがある 日本人は少なかった。わたし自
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身 が そ うであるよ うに、多 くの 日本 人は このネ スカ フェのCMで は じめて歌舞伎 、狂言、

能 をみた ので はないだ ろ うか。CMと い う大衆文化 は 「伝 統」文化 を利用 し、また 「伝統」

文化 はCMを とお して認知 され た。 ここには 、大衆文化 と 「伝統」文化 の、 もちつ もた

れつの関係が ある。

「日本へ の回帰」 タイプのもっ ともよい例 は、おそ らく トヨタ ・クラ ウンのCMだ ろ う。

1969年 に 高級車 のクラ ウンに「ハイ ・ライ フ」とい うコピー をつ けた。この1969年 のCMで 、

クラウンは海岸沿いの直線道路 をスマー トに走 り抜 けた。お な じ車の1978年 のCMで は 、

テーマ は 「鼓」 に変わ った。 日本庭 園の前で和服 を着 た男性 が鼓 にあわせて舞い、着物美

人 を助手席 に乗せ て、クラ ウンが竹林 を走 り抜 けた。 これ らふ たつ のCMの 主 演 男優は、

どち らもおな じ山村聰(1910～2000)だ っ たに もかかわ らず。

「日本への 回帰」 とい う トレン ドは、CMに 登 場す る西洋 人 をも変 えた。ハ リウッ ドの

俳優 で、現在のカ リフォル ニア州 知事アー ノル ド ・シュワル ツ ェネ ッガー(!947～)は

1990年 に 日本 のCMに 登 場 し、「ター ミネー ター」(1984)や 「コマン ドー」(1985)の ハ ー

ド・ボイル ドなイ メー ジを脱 ぎ捨て、馬鹿 げた役 を演 じた。

武 田薬 品ア リナ ミンVド リンクのCM「 デ ビルV」(1990)で 、 シ ュワル ツェネ ッガ ー

は金狂いの悪魔 にな り、 日本語の馬鹿 げたセ リフ 「ちちんぶ いぶ い、だい じょうぶい」 と

い った。その元ネ タは 「ちちんぷいぶい、いたい のいたいの、 とんでけ」 とい う、幼児 に

使 うおま じないだ。 日本語の この よ うな用い方 は、彼 らの商 品を視聴者 に親 しみやす くし

た。 日清食:品のカ ップヌー ドル 「ボデ ィ・ビルデ ィング」(1990)で 、シュワル ツェネ ッガー

はふたつの 巨大なやかん を両手に もち、ボデ ィ ・ビル ディングを披露 した。

シュワル ツェネ ッガー は、彼 の故 国では決 して この よ うな馬鹿 げた姿 をみせ なかった。

硬 派の ヒー ロー としての彼 のイメージを壊 すか らだ。彼 はお そ らく日本で の出稼 ぎのつ も

りで この仕 事 を引 き受 けたのだ ろ う。 日本 はその ころバ ブル景気 のさなかだ った。 日本 の

CM制 作 者 らはあ りあま る円を使 って彼 を雇 い、愚 かな役 を演 じるよ う頼ん だ。彼 の役割

は、70年 代 の西洋人俳優 のそれ とは あざや かな対比 をな している。

JR(旧 国鉄)も また、「日本への回帰」のイ メー ジを使 った。彼 らのライバル はJALの

よ うな航空会社で ある。 「日本 への回帰」のイ メー ジは、航空業界 か ら顧客 を奪 いたいJR

の 戦 略 と完 全に一致 した。

のべ6000万 人 の観 客を集 めた国家イベ ン トだった70年 万博 のあ と、 国鉄 は国内の列車

旅 行者 の数 を維 持 したかった。万博 のす ぐあとに、国鉄 は 「デ ィスカバー ・ジャパ ン」 キャ

ンペー ンをは じめ 「ミニ周遊券」を宣伝 した。1978年 か らの 「いい 日旅 立ち」キャンペー

ンをへて、 国鉄 は1984年 か ら 「エキ ゾチ ック ・ジ ャパ ン」キ ャンペー ンをは じめた。郷

ひ ろみ(1955～)が 唱ったタイ ・ア ップ音楽 の 「エ キ ゾチ ック ・ジャパ ン」 は ヒッ トし、

高野 山の真 言密教 のイ メー ジを使 ったCMも 話 題 にな った。 コ ピーの 「い ま 日本は どき

どきす るほ ど刺戟 的だ」 は、作 家の五木寛 之(1932～)に 手 による ものだ。 国鉄の戦略

はあ き らかだった。 円高に ともなって、80年 代 後 半 に 日本人の海外旅 行者数 は急速 に増

えた。 このキャ ンペ ー ンは 「列車の国内旅行 を しま しょう。エ キゾチ シズムは 日本 のなか
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に もあ ります よ」 とい うメッセー ジを発 した。

民営化 され た あ と、JRは 「日本 」 イ メージ を使 っ た旅行 キ ャンペ ー ンをっ づ けた。

1991年 に は 「日本 を休 も う」 キャ ンペ ー ンをは じめた。そ のシ リー ズでは、ゆった りと

した音楽 に乗せて 日本 の田舎のの んび りした景色を描 いた。 「日本 を休 も う」の助詞 「を」

は意図的 な文法 まちがいである。 しか し、その よ うな不適切 な用 法が、あ る種のあいまい

さと多義性 を生 んでい る。その本 当の意 味 はおそ らく、「日本人は 日本 で休 も う。列車に乗 っ

て」 とい うこ とだ ろ う。JRの 「日本 を休 も う」 キ ャンペー ンは、湾岸戦争(1990)に つ

づ くバ ブル崩壊 による海外旅行者 の減少 を吸収 していった。

1993年 にJRは 「そ うだ京都行 こ う」 キ ャンペー ンを開始 した。 このCMは2007年 現

在 までつづ いている人気 シ リー ズである。作品では四季を とお して京都の美 しい風景を映

画 「サ ウン ド ・オブ ・ミュージ ック」(1964)の 「わた しのお気 に入 り」の 曲に乗せ て紹

介 してい る。 「そ うだ京都行 こ う」の人気 に呼応 す るよ うに、金融不況 、9.11、SARSに

よ って落ち込 んだ海外旅行 客の受 け皿 にな りなが ら、京都への観 光客 は急速 に伸びた。

先 に述 べた 「西洋の承認 」タイプのCMは 、70年 代 なかば以 降に減少 した。対象 的に、

「日本への回帰」タイプのCMは80『 年 代以後 もつ づいた。 このよ うな現象 はエズラ・ヴォー

ゲル の 『ジャパ ン ・アズ ・ナンバーワン』 の心性 と深 く結びついてい る。 「日本へ の回帰」

とい う文化 ムーブメ ン トは、 「ジャパ ン ・アズ ・ナ ンバー ワン」 の時代 に起きたものだ。

日本 のCM業 界 は、そ の草創 期 に、表 現面 で西洋 とくにア メ リカ を追いか けてい た。

この よ うな傾 向は80年 代 ころには消 え去 った よ うだ。 これ こそがCMの な かでの 「文化

的な 占領下 日本の終焉」 あるいは 「日本 の 日本化」 といえるもので ある。

5.結 論

この報告では、ACC賞 受賞CMの なかにみられた、 日本 と西洋の関係 について、文化

的な転換の諸相を議論 した。こういったCM表 現の変化の考察か ら、80年 代に 「文化的

な占領下 日本」がおわり、「日本の日本化」が起きたのではないかとい う仮説が導かれた。

これ らの転換は、突然あらわれたものではない。当時の日本の国際関係や社会経済状態、

日本のCMの 発展史、そ して戦前の日本の歴史とも深 くかかわっているのだ。

日本人は自分たちを再定義しようとしていた といえる。その希望は80年 代の経済的成

功によって一時的に満たされた。 しかし、それはバブル崩壊以前の一時的な満足でしかな

かった。 日本のCMが その後、 どのような表現の経過をた どったかについての、 さらな

る研究を重ねることで、現代 日本文化の深層にさらに迫ることができるだろう。
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